
　勤務する学校法人において責任ある役職にステップアップする度に、学校経営に関する
専門的知識の不足を痛感していた中、この京都大学私学経営アカデミーと出会いました。
　このアカデミーには私の求めていた学校の管理運営に必要な幅広い学びがありました。
また身につけた実践的スキルは今の職務に大いに役立っています。
　皆様もぜひ学びの深まりを体感し、ご自身のキャリアアップに活かしてください。

　数年前より、学校経営に係る学内委員会に携わっており、知見を広めるべく、当アカデミーを
受講しました。学校経営について多角的かつ体系的に学ぶことができる、充実したプログラム
でした。
　また、世代や職種の垣根を越えた様々な方と出逢うことができ、今なお交流が続いています。
人的交流が阻まれるコロナ禍において、志高い受講生の皆さまとのご縁は貴重なものであり、
私にとって大きな財産となりました。
　多くの方にご受講いただくことで、学びとご縁の輪が広がり 、私学ひいては社会の発展に
繋がることを願っております。

卒業生
からの
メッセージ

１．公式HPにアクセス　
https://coc.educ.kyoto-u.ac.jp/shigaku-keiei/

２．出願書類をダウンロード
「2022履歴書及び志望理由書」
３．郵送もしくはメールで出願

※提出先
① 郵送の場合　　〒606-8501
　京都市左京区吉田本町　
　京都大学大学院　教育学研究科内　
　地域連携教育研究推進ユニット宛

※ 封書の表に「京都大学私学経営アカデミー
　申込書在中」と明記し、「2022履歴書及び
　志望理由書」を郵送
② メールの場合
bp-academy＊mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

※件名を「私学経営アカデミー申込」
　とし、書類添付し、＊を@にして送信

出願方法募集概要

対　　象

開講時期

修業年限

・社会人としての就業経験が5年
 以上ある方（※5年未満応相談）
・標準的なITスキルがあり、
 ノートPC・インターネットなどの 
 IT環境が整っている方

2022年4月22日～2023年３月20日頃

１年間
・金曜日夜間と土曜日終日（月1回）
 ※オンライン授業を併用
・3日間の集中講義
 ※夏学期8月・冬学期12月 各1回

開講場所

募集人員

出願期間

資格認定

費　　用

京都大学（吉田キャンパス）構内
 ※出席できない場合は
 　インターネット上の受講も可。

40名

一次募集：
　2021年12月1日～2022年1月31日
二次募集：
　2022年 2月 1日～2022年3月 7日
 ※〆切日当日の消印有効
 ※応募順に選考、定員になり次第締切

120時間の履修で履修証明を発行。
さらに最終論文（8000字程度）と
口頭試問に合格した場合、
「学校経営ディレクター」の資格を授与。

30万円・専門実践教育訓練給付金の利用可能
 ※受講料、資料、教材費及び施設利用料含む

指定書類を提出

髙橋 秀樹 様　淳心学院 中学校・高等学校　事務局「学びとご縁を得られる場」

山﨑　直 様  学校法人ヴォーリズ学園 事務長「学校経営に関する専門的知識」

　少子化など学校法人を取り巻く環境が厳しさを増す中で、私学人としての見識を深めるため、
私学経営アカデミーを受講しました。
　本アカデミーでは、私学の原点でもある「建学の精神」「進取の気性」「在野の精神」の学び
を始め、今後の教育改革、経営戦略としてのノウハウ、マネジメントスキル、国際情勢の把握など
私学人に必要な最新の学びを体系的に学ぶことができます。
　受講を終えた現在でも、それらの学びが大いに役立っております。私学人として、さらなる
成長を図りたい方、また教育に関心がある方は、是非、本アカデミーの受講をお勧めします。

宇野　哲司 様  学校法人光華女子学園人事部長「より良き私学人を目指して」

詳細は公式HPへ
https://coc.educ.kyoto-u.ac.jp/shigaku-keiei/

2022年4月22日
第 ６ 期 開講

受講生募集中！

「京都大学私学経営アカデミー」は、

　　学ぶ意欲のある方をひろく支援します！

文部科学省職業実践力育成プログラム認定

　「京都大学私学経営アカデミー」では、学校管理運営全体を把握することが
できる私学経営について学び、経営分析、改善策の提案等が可能な総合的な
デザイン力と経営管理能力を養います。
　資金調達から、法令等の知識の活用、独創的な特色あるコースの創設等、幅
広い分野を網羅し、国際的な視野をふまえ、専門的知識、実践的な技能を身に
つけ、学校運営をリードする人材育成を支援します。



☆　各講座の確定名称と講師はアカデミー開講前の2022年4月に発表します。
☆　自由選択のフィードワークの日程は決定次第お知らせします。
☆　日程・講義テーマ・会場等はやむを得ず変更する場合があります。

※その他の講師詳細については公式HPで紹介しています。

学校法人光華女子学園　学園長
特定非営利活動法人寺子屋プロジェクト　代表理事
大阪大谷大学　教育学部　講師
京都大学大学院　教育学研究科　准教授
京都大学大学院　教育学研究科　助教
京都光華女子大学　こども教育学部　学部長
国立教育政策研究所　名誉所員／流通経済大学　非常勤講師
学校法人永守学園　京都先端科学大学附属中学校高等学校　学校長
ＷＩＬＬ法律事務所　弁護士
学校法人京都産業大学　京都産業大学　現代社会学部　現代社会学科　教授
株式会社人材研究所　代表／上智大学　非常勤講師／日本採用力検定協会　理事
株式会社進研アド　改革支援室　室長
未来教育研究所　研究開発局長 ／大阪教育大学・京都外国語大学前非常勤講師
株式会社進研アド　取締役
元文部科学省審議官
京都光華女子大学　健康科学部健康栄養学科　講師
福岡教育大学大学院　教育学研究科　教授
京都大学大学院　教育学研究科　准教授
クレディ・スイス証券株式会社　プライベート ・バンキング本部　日本最高投資責任者
兵庫県立大学会計研究科　前特任教授　公認会計士
学校法人玉田学園　神戸常盤大学　教育学部　教授　
株式会社ベネッセコーポレーション　ベネッセ文教総研　主任研究員

文部科学省職業実践力育成プログラム認定

阿部　　敏行
荒木　　勇輝
江上　　直樹
開沼　　太郎
久富　　望
河野　　和清
小松　　郁夫
佐々井　宏平
清水　　伸賢
惣脇　　宏
曽和　　利光
高坂　　栄一
高見　　佐知
田邉　　心技
中岡　　司
西川　　潤
納富　　恵子
服部　　憲児
松本　　聡一郎
松山　　康二
光成　　研一郎
村山　　和生

2022年
講　師
（予定）

文部科学省職業実践力育成プログラム認定

自由

選択

フィードワーク

教育政策実習
必修

必修 コミュニティ・

マネジメント

8コマ
（12時間）必修

LMS課題演習１～４（１）（２）

4コマ
（6時間）

【東京】自由民主党
         文部科学部会（予）
【京都】京都市
         教育委員会（予）ICT利活用

8コマ
（12時間）

4コマ
（6時間）

時間数 時間数

多彩な講師陣

広範な知識・技能の習得と活用

多様な分野との人脈の形成

ICTの体験的習得
学習成果となる資格認定

プログラム
（予定）

春学期

5つの特徴

科目 講義テーマ

夏学期 秋学期 冬学期

4／22（金）、23（土）

5／20（金）、２１（土）

6／24（金）、25（土）

7／15（金）、16（土）

 9／16（金）、17（土）

10／21（金）、22（土）

11／11（金）、12（土）

12／ 9（金）、10（土）

8／ 3、 4、 5
３日間集中講義

Eスクール
ICT利活用
政策実習

12／21、22、23
３日間集中講義

最終論文提出
口頭試問

分類

必修 私学経営原論
12コマ

（18時間）

私学の組織特性
私学法制
私学法制演習
私学経営原論（１）（２）
私学経営分析
私学経営提案演習（１）（２）
私学の経営再建
大学におけるIR
進学校の教育

必修
組織

マネジメント１

12コマ
（18時間）

マーケティング（１）（２）
経営論（１）（２）
人的資源管理論（１）（２）
組織分析評価（１）（２）
リーダーシップ論（１）（２）
課題提案演習（１）（２）

組織

マネジメント２

12コマ
（18時間）

女性教職員の
　　キャリア形成
クレーム対応
コンプライアンス
ハラスメント
　　・ストレスマネジメント
量的・質的研究演習
エビデンスに基づく
　　政策形成
海外教育事情（１）（２）
政策提案・論文作成
政策提案総合演習

科目 講義テーマ分類

必修
カリキュラム・

マネジメント

12コマ
（18時間）

UbD（逆向き設計）理論編
UbD（逆向き設計）実践編
入試改革と高大接続
高大接続事例演習
AIと教育改革
グローバル教育の動向
特別支援教育と
　　ユニバーサルデザイン
アクティブラーニング
LMS（１）（２）（３）（４）

必修
ファイナンス・

マネジメント

16コマ
（24時間）

資産(資源）配分論（１）（２）
教育経済計算演習
財務分析
ファイナンス・マネジメント
　　      （１）（２）（３）（４）
統計処理（１）（２）（３）（４）
資産運用（１）（２）
組織分析評価（１）（２）

コーチング（１）（２）（３）（４）
学校包括的アプローチ
　　とSDGｓ
ポジティブ心理学（PBIS）
関係修復のアプローチ
QFT

  京都大学教授、実務家、民間の専門家等による充実した内容
  ケースメソッド、問題解決型の講義・演習
  集合知での学びによる実務に直結した人材育成
   LMS(学習マネジメントシステム)を活用したプログラム体系
  120時間の科目履修後に最終論文と口頭試問により資格授与

高見　茂　
京都大学大学院 元教育学研究科長・教育学部長
京都大学学際融合教育研究推進センター 特任教授
公益財団法人未来教育研究所 理事長

田園調布学園大学・大学院人間学研究科 子ども未来学部 教授
京都大学男女共同参画推進センター 元特定教授犬塚　典子

　男女共同参画に関する国の施策、京都大学をはじめとする各校の取り組みを題材に、女性
教職員のキャリア形成について講義いたします。
　ワークショップでは「女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画」を作成します。今後
の学校経営に関するヒントを得るとともに、教育機関における人財マネジメントの力が身に
つくことでしょう。

　学校法人の組織運営は、もはや一部の管理職だけのものではありません。私学の幹部候
補生はもとより現職の私学教職員、教育分野での起業を考えておられる方、民間校長への
応募をご検討の各位にとって最適なカリキュラムをご用意しました。
　行政官やコンサルタント、一般企業にお勤めの前途有為の方のご応募を、心よりお待ち
申しあげております。

杉本　均 京都大学大学院教育学研究科 ・教育学部 教授

　国際的にみて日本式教育の質の高さには定評があります。技術力や公徳心と並んでわが
国が世界に誇るべき要素ですが、近年におけるグローバル化は教育分野にも及び、国境の
概念が崩れつつあります。
　日本の美点を失うことなく、いかに国際対応すべきか。教育の輸出や留学をテーマに、
皆さんと最適解を探していく所存です。

和田　孫博
兵庫県私立中学高等学校連合会 副理事長
日本私立中学高等学校連合会 常任理事
灘中学校・灘高等学校 学校長

　大学入試は申すに及ばず、教育制度はかつてない大きな変革期に直面しています。
　私学法人には建学の精神や校風を尊重しつつ、わが国や世界の将来を担う人材を不断に
送り出す社会的な責務があります。助けあいと脱・ガラパゴスをキーワードに、少子化の
時代にあって私学が輝き続けるための秘訣をお教えします。

吉田　晋　
日本私立中学高等学校連合会 会長
一般財団法人日本私学教育研究所 理事長
学校法人富士見丘学園 理事長／富士見丘中学高等学校 学校長

　教育基本法、ならびに教育振興基本計画にうたわれている「私立学校教育の振興」を真に実現す
ることを目指して、それぞれの私立中学高等学校が自主性と独自性、先進性を存分に発揮し、より
質の高い教育を提供していくためには、公立学校と対等に競争できる環境整備が欠かせません。
　私立中学高等学校を巡る状況と課題を整理・探究し、私学教育・経営のあり方を一緒に考えて参
ります。


